　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年5月7日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：坂澤　花恋
	加藤
	澁谷
	中野
	滝田
	松舘
	坂澤
	柴田
	川守田
	澤田
	金井
	西舘

	　○
	深
	休
	○
	準
	○
	休
	○
	　準
	○
	○

	種市
	畑中
	小沼
	大久保
	見上
	金谷
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	鶴飼

	○
	○
	休
	　○
	　休
	深
	○
	準
	深
	○
	○


＜連絡事項＞
・昇格試験の案内が来ています。各自確認し申し込みをして下さい。
＜入院・入室状況＞

【転出】

・成田　富士子様～東Bユニットから西Bユニットへ転出となる。
＜患者様連絡事項＞
・田中　こよ様～スライディングスケールB①で7検実施。低血糖時はフローチャートに従って対応となる。経管栄養は施行。酸素は酸素飽和度90％以下にならないようであれば中止、心電図モニターも中止となる。高Na血症あり生理食塩水中止しソリタT3　2本とビーフリード1本へ変更となる。内服はメトグルコ、ランソプラゾール、メマリーのみ開始。浮腫が強くなるようであれば主治医へ報告し利尿剤処方していただいて良いとの事。
・沼山　真紀子様～臨時薬7日分処方となる。
・佐々木　美恵子様～点滴同内容で4日分処方となる。
・木村　文隆様～臨時薬7日分処方となる。
・和田　昌様～室岡整形受診している。レントゲンでは骨折と断定できない為5/11　10時MRIの為再受診となる。持参薬あり本日夕より開始となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。他者とのトラブルや私物要求のしつこさはみられない。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定の他者とのトラブルは見られず過ごしている。特定のスタッフに対する被害的な訴えも聞かれてはいない。
・工藤　みず紀様～不穏さや落ち着きのなさは無く自室で穏やかに過ごしている。
・木村　格治様～高圧的な態度は無く過ごしている。腹部症状の訴えはなし。
・飯岡　裕子様～自ら体調不良の訴えはなく、車椅子自操しユニット内移動し過ごしている。
・小山田　順様～排便6日ない為浣腸実施。反応便多量にあるもその後の漏れを心配し
　　　　　　　　自室で臥床している。希死的言動なし。

・佐々木　美恵子様～体温36.8～37.2℃、酸素は1L継続中。開眼しているが声掛けに返答なし。四肢の動きはある。腹部膨満著明、両下肢の浮腫は持続。
・田中　こよ様～ルームエアで酸素濃度99％の為9：00酸素、心電図モニター止め。
　　　　　　　　体温36.4～37.2℃、脈拍107～95回/分、血圧80～116/55～65mmhg酸素飽和度98～97％で経過。声掛けに返答ないが、手足の動きはある。血液検査よりNa高値の為点滴の生食は中止。本日新たにソリタT3　2本が処方。明日は点滴3本キープで指示ある。点滴トラブルなし。内服は一部除剤し、本日夕より開始となっている。
＜田名部Dr診察情報＞
・安達　貴浩様～最近他者に対し挑発行為や暴言等がある事を報告。自省出来ず、主治医の提案に「一生居ますから西に行かせて下さい」や「分かりました。もう相手にしません」等、極端な論調になっている。
・工藤　みず紀様～診察中の返答はハキハキ。筋注にて1週間様子をみたいとの

主治医説明に了解されている。
ブロチゾラム錠0.25mg 1T ×vds　7日分処方。
ハロマンス注50㎎ １ｍＬ 1菅 筋注（右肩）の指示受ける。
・袴田　将志様～vdsリボトリール錠0.5㎎　1T→クアゼパム錠20㎎ 1Tに変更となり他同内容で7日分処方となる。

・小笠原　久年様～キーパーソンの声の幻聴は以前より減ってきたとの事。
来年4/1までに退院したいと訴えている。
・立花　圭様～今夕よりミヤＢＭ細粒 朝・夕で追加処方となり。また次回より、
バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ200㎎ 1T 夕食後に7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・丹内　栄子様～診察中は比較的姿勢よく傾きは軽度。主治医の声掛けにも返答あり。
　　　　　　　　臨時薬アリピプラゾールOD錠12㎎ 7日分継続処方となる。
・杉澤　恵子様～ピコスルファートＮａ内用液 1本処方。
次回よりブロチゾラム錠0.25㎎ 1T 、エスタゾラム錠2㎎ 1T

メコバラミン錠500μｇ 3T止め。他同内容にて7日分処方となる。
・久保　興介様～次回より、オランザピンOD錠10㎎　2T 1×夕→オランザピンOD錠10㎎　1T、オランザピンOD錠5㎎ 1Tに減薬となる。
・小向　静江様～鼻腔栄養、喀痰吸引、MGチューブ交換指示受ける。
・成田　富士子様～主治医診察。主治医の声掛けに小声ながらも返答されている。本人希望にて皮膚科(顔)の処置終了となる。
・藤井　孝蔵様～エンシュア・Ｈ（メロン）7日分処方。皮膚科処置継続となる。

・高橋　登様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小山田　順様～次回よりアモキサンカプセル25㎎→スルピリド錠50㎎に変更。夕にサインバルタカプセル20㎎追加処方。他同内容で7日分処方となる。また、本日排便‐6日の為、ケンエーＧ浣腸液50％ 60ｍＬ 1本処方となる。
・阿部　勉様～次回よりフィコンパ錠2㎎　2T→1Tに減薬しvdsに変更。クアゼパム錠15㎎ 1T　内服止め、他同内容で7日分処方となる。
・馬渡　澄雄様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
